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	気付
	　全てのＰＢでエントリーしてトータルでは勝てる（負けない）ので、勝ちやすいポイント、トレンドが出やすいポイントでエントリーしたい。

	感想
	　まだ検証していないＷトップと「僕のＰＢ」もどきでエントリーしたため反省し、それでもトレンドフォローの練習と割り切ってポジションを保有。ピンポイントでエントリーできたのは偶然。

	今後
	　仕掛け①でエントリーできるようようになる。
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	気付
	　日足レベルのＳ／Ｒ直前では、いくらトレンドフォローとは言え利確した方が良さそうである。トレンドフォローもある程度の目安をＳ／Ｒやフィボナッチで考えておく方が安心してトレンドフォローができる。

	感想
	　運よくきれいなトレンドに乗れて、運よくいいポイントで利確できたので、驚きである。トレーリングの初体験でもあったが、最初に出会えてラッキーなトレンドでした。

	今後
	　23通貨を監視することに慣れる必要がある。次の通貨に移ると、すぐに前の通貨のことが頭からすっぽり抜けてしまう。
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	気付
	・Ｓ／ＲとＰＢでエントリーする今回のようなポイントは、トレンド転換の起点になることが多いので、検証して勝率が高いようであれば建値決済を入れない方が成績がいいかもしれない。

	感想
	・また仕掛け①ではないが、いいポイントでキレイすぎるＰＢが出たのでついエントリーしてしまう。

	今後
	・仕掛け①のルールが守れないようであれば、しばらくデモトレをストップして検証を続ける。
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	気付
	・今回は６０Ｍ　の直近安値と仕掛け①がエントリーの根拠でしたが、タイミングとしては最悪、損切りに終わらず微益に終わったことで変に誤解しないように気を付ける。ここでエントリーするなら、Ｓ／Ｒを見て早期に利食いするべきだと思う。トレンド後期でエントリーする場合は、リミット決済がいいかもしれない。

	感想
	・エントリーポイントは甘かったが、きちんと仕掛け①のルールでエントリーして決済できたのは良かったと思う。今はトレンドフォロー1本だが、状況に応じてリミット決済や１：１決済等、色々裁量で判断できる日がいつか来ることを願う。

	今後
	・そんな日が来ることを願いながらも、トレンドを狙い続けてトレンドフォロー（笑）。
・エントリーポイントの絞り込みを徐々にしていく。
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	環境認識
	[image: ]

	トリガ｜
	[image: ]

	その後
	[image: ]



	気付
	・1つ前にレンジ上限に当たったポイントでの反発の仕方を見て、「今回も同じ様に１発で下げるだろう」と考え、都合よくＰＢが出たのでエントリーして負けました。結果的にはトリプルトップになってから下がりましたが、狙うポイント自体は間違ってはいなかったと思います。問題は建値決済ができなかったこと。席を外していたとは言え、エントリー後は建値にストップを上げるまでは気を抜けないと思いました。建値決済ができないのであれば、そもそも建値決済を前提とした検証の意味が全くなくなります。

	感想
	・ピンポイントで狙うことが出来ない以上、ある程度エントリーポイントを絞り込んだ上で、トレンドに乗るまでに建値決済や損切りは覚悟しなければなりません。このタイミングを合わせる時に重要なのが建値決済です。建値決済で損切りになっていなければ、後でレンジ上限でのヘッド＆ショルダーを確認して再度エントリーできたかもしれません。不必要な損切りは根拠のない損切りと同等にマズイと感じました。

	今後
	・チャートパターンやＳ／Ｒの検証が終わるまでは、仕掛け①と仕掛け②のルールに徹するべきです。ろくに検証をしていないポイントでエントリーするのは言語道断です。
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	気付
	・２連敗だが、意味合いが全く違う。前回は自分的にはタイミングミスだが、今回は全く根拠のないエントリーである。訳が分からない。しかも２回とも建値で逃げれたのにわざわざ損切りになっている。せっかく検証してきた自分の型がもう崩れはじめている。このままデモトレードを続けて行くことは百害あって一利なし。

	感想
	・検証でできたことがなぜデモトレードでできないのか。とにかくエントリーしようと焦っていたのは確かである。今までろくに勝てなかったのが、少し勝てたから油断していたのかもしれない。結局、実はぜんぜん検証が足りていないという結論に達する。建値決済ですらろくに出来ていない。

	今後
	・とりあえずあと１日、今週はデモをやり切って、しばらくはデモトレードを中断する。２カ月目の検証を終わらせて、ほとぼりが冷めてからデモトレードを再会する予定







⑦　USD/CAD  2015/8/25
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	気付
	・ダイバージェンスの日足での検証途中ではありましたが、日足でも６０Ｍでもダイバージェンスが出ていたので、これはイケルと考えてエントリーしました。よく考えたら、日足のダイバージェンスに６０Ｍでエントリーする検証をしていなかったので、タイミングがまったく合わせられませんでした。本来なら２４０Ｍでエントリーする場面なのでしょう。

	感想
	・ダイバージェンスのタイミングを合わせる部分で苦戦していますが、やってみないことには分かりません。

	今後
	・しばらくUSD/CADで安値を割ったらエントリーし続け、タイミングがいつ合うか試してみます。それまでは建値決済で守り続けます。
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	気付
	・根拠のないエントリーが改善されて、建値決済ができるようになったと思ったら、今度は根拠のない決済をやってしまいました。この１発が取れていたらリスクリワード１：１９近くになっていたし、少しは自信がついていたと思われるので、非常に残念なことをしました。結局、決済も検証通りにやらないとエッジを自分で消してしまっているので、最悪です。せっかくボラが高くなっていて、取れる場面で取らないのはバカだな、と自分に言っています。

	感想
	・「エッジを自分で消してしまう」話をふんふんと聞いていましたが、実際にやってみて納得です。このようなトレンドを取ることで損益曲線がレンジブレイクして上昇することを検証で理解しているのだから、デモトレードでも実践しないといけません。今までろくに勝てなかったスキャルパーが、今度はトレンドが伸びたら怖くなる、プロスペクト理論もいいところです。まだトレンドが伸びることを体感しいないのでしょう。

	今後
	・トレンドが伸びる局面ではきちんとトレンドフォローできるようになる。そのために、トレンドフォローの検証も別途必要。トレンドを伸ばせないなら、トレンドフォローを検証して機械的に伸ばすしかない。
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	気付
	・日足のダイバージェンスに６０Ｍの安値ブレイクで再挑戦しましたが、今回も建値決済で終わりました。いくらダイバージェンスとは言え、近視眼的にならず全体像も観ないといけないな、と感じました。

	感想
	・チャートの左側がない場合はどうしても近視眼的になる傾向があります。

	今後
	・懲りずに何度でも日足のダイバージェンスが続く限りは、６０Ｍ足で建値決済で守りながらエントリーしていきたいと考えています。


⑩　USD/CAD  2015/8/25
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	上図の通り：建値決済



	気付
	・よく考えたら、ダブルトップのネックラインまでの戻しは当然可能性としてはあるわけで、今回はそれにやられたと思われます。その前のＥＢ（十字線＋陰線）にストップを移動しておけば良かっただけの話ですが、十字線を下にブレイクしたことでもっと下げるだろう、と油断していました。

	感想
	・根本的にＰＢとＥＢを用いてのトレーリングがまだしっくりきていません。検証でもトレンド初期にＥＢで決済になることが記憶に残っていて、どうしてもストップの移動に迷いが生じてしまいます。

	今後
	・今回、ダブルトップのネックラインまで戻した理由は、単純にＳ／Ｒで反発したからです。Ｓ／Ｒ手前で十字線が出て、下げるはずなのにまた十字線が出て上昇してきた、こういった動きをもっと注意すべきかな、と思います。
・引き続きダイバージェンスを…と思いましたが、さすがに３回連続、同一通貨ペアで建値決済なんで気持ちを切り替えて次に行こうと考えています。根拠のあるエントリーかもしれませんが、どっちかというと興味本位でのエントリーになっていますので。次からはチャートに印をつけて経過を見守る程度にします。　
・ダイバージェンスで利益を出して自信をつけるために、ダイバージェンスには注意して見て行きます。
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	気付
	・検証で「僕のＰＢ・ＥＢ」の勝率及び利益率の高さを知り、今回さっそく試してみました。トレンド転換の起点でエントリーできて、しかも高確率である程度利が伸びるので、この場合は建値決済が必要かな、とも考えていますが、そこは検証をもっと進めて確認します。
・トレンド転換を狙う上で、直近のトレンドの勢いはバカにできないな、と感じました。
・トレンド初期でよく決済になるＥＢですが、予めトレンドがそれほど伸びないと思われる時には、ＥＢでストップを移動させることにより利益を最大化させることができるな～、と思いました。トレンドが伸びるか伸びないかの判断がある程度できるようになれば、トレンドフォローをしながら長期足のＳ／Ｒ手前になったらＥＢやＰＢで細かくストップを移動させて利益を最大化させる、という都合のいいトレードができるようになるのかもしれません。

	感想
	・この場面は厳密に言うまでもなく「僕のＰＢ・ＥＢ」とは言い難いですが（戻りのない相場ではない）、理想的な形だけではなく、色々なパターンを検証で試してみて、何か気づきがあればと思います。

	今後
	・「僕のＰＢ・ＥＢ」ではダイバージェンスがセットだと安心だな～、と思って検証していますが、ほぼダイバージェンスとセットになっているので（笑）、これはスゴイことだと感心しています。
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	気付
	・２ピプスの差でストップを狩られた様子です。詳しい話は良く分かりませんが、こういうことがしばしば起きるため、その対策としてストップに少し幅を持たせるのはどうかな～、と考えています。
・まあ、そもそも厳密に言えば仕掛け②ではありませんし。

	感想
	・ＣＭＡの会員の方々の実践記を読ませていただくと、ストップに余裕を持たせているケースがしばしば見受けられます。それはそれで検証が必要ですが、こういったケースを想定されてのことなんだな、と感じました。
・なぜかこういった負けはあっさり忘れて次に行くことができます。

	今後
	・まずは基本を忠実に。チャートパターンやフィボナッチ等の検証が一段落した時点で、ストップに幅を持たせる検証をしてみてもいいかもしれません。まあ、ＭＴ４のチャート上にエントリーした場所は色分けして印をつけてあるので、後はＥｘｃｅｌの数値をチョチョイと変えて行けば分かることではあるのですが…。
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	気付
	・今回は強いＳ／Ｒに当たって、直近の下落１波に引いたフィボナッチの６１．８まで戻しての下落となりました。強いＳ／Ｒに当たった場合はすぐにブレイクするよりもある程度の戻しを覚悟するか、それが嫌ならＳ／Ｒで決済することになると思います。どれだけ戻すかある程度予想がつけばストップの移動も調整できるのでしょうが、そんなことできるのでしょうか。

	感想
	・今回はもっと下落が続くかもしれませんが、日足レベルのＳ／Ｒ付近では６０Ｍ足での決済を考えてもいいのかな、と思います。

	今後
	・何とか今月はボラに助けられて勝ち越せそうなので、ＢＢＱ大会で発散して、来週からまた頑張ろう。
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	気付
	・押し目や戻し、フックの場面などで出るＥＢやＰＢ、そのタイミング、Ｓ／Ｒとの絡み等が分かってくれば、もっと自信をもってエントリーできるようになると思います。まだＭＡがないと不安ですから。

	感想
	・今月はボラに助けられて月利５０％超になりましたが、半分以上は？？？なトレードです。ただ今まで月ベースでプラスになった経験がないので、検証することの大切さが身に染みました。検証をして、デモで試して、検証して、意識しなくても自然とそういったサイクルに今後はなっていくと思います。

	今後
	・来月はボラがどうなるか分かりませんが、検証を進めながらデモで実践してきたいと思います。勝ち負けも大事ですが、検証したことを実際にデモトレードで再現できるか、まずはそこからだと思います。
・今回は１カ月分のデモトレードの結果を１日でまとめたので、記憶の糸をたどるのに骨が折れました。二度とこんなことをしたくはないので、来月からは毎回エントリーしたらすぐに記録につけるようにします。１カ月もたてば情報の取りこぼしも多いでしょうし。
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